
人口動態調査から見えること

　
市
で
は
毎
年
、
人
口
動
態
調
査
の
結
果
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
現
在
の
一
宮

市
の
人
口
は
　
万
４
７
０
６
人
と
な
り
、
豊

３８

橋
市
（
　
万
４
４
３
１
人
）
を
わ
ず
か
に
上

３８

回
り
、
県
内
で
名
古
屋
市
（
２
２
４
万
９
３

１
５
人
）、
豊
田
市
（
　
万
２
８
６
５
人
）
に

４２

次
い
で
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
豊
橋
市
の

人
口
を
上
回
る
の
も
、
県
内
第
３
位
と
い
う

の
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
豊
橋
市
は
自
動
車
関
連
の
工
場
な
ど
が
多

く
立
地
し
て
お
り
、
外
国
の
方
も
た
く
さ
ん

住
ん
で
い
ま
す
。
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り

豊
橋
市
の
外
国
人
の
人
口
が
微
減
に
転
じ
、

そ
の
影
響
で
全
体
の
人
口
の
伸
び
も
鈍
化
し

ま
し
た
。
一
方
、
一
宮
市
は
他
市
町
か
ら
の

転
入
等
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
年
か
ら
の
４
年
間
で
、
一
宮
市
の
人
口

１７
は
約
７
５
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
内

訳
は
、
転
入
・
転
出
者
数
の
差
に
よ
る
増（
社

会
増
）が
　
％
、
出
生
・
死
亡
者
数
の
差
に
よ

６５

る
増（
自
然
増
）が
　
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３５

　
こ
こ
数
年
の
市
内
へ
の
転
入
者
数
は
年
間

１
万
１
０
０
０
人
～
１
万
２
０
０
０
人
に
上

り
ま
す
。
年
齢
層
で
は
　
歳
～
　
歳
の
若
い

２０

３９

年
齢
層
が
最
も
多
く
、　

％
以
上
を
占
め
て

６０

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
０
歳
～
９
歳
の
年
齢

層
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

が
い
る
若
い
夫
婦
の
転
入
が
人
口
増
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
人
口
増
加
に
つ
い
て
、
こ
こ
３
年
間
ほ
ど

を
連
区
別
で
見
る
と
、
丹
陽
町
連
区
が
最
も

多
く
、
次
い
で
木
曽
川
町
連
区
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
の
伸
び
率
の
視
点
で
見
る
と
、

宮
西
・
大
志
連
区
な
ど
の
一
宮
駅
周
辺
地
域

と
丹
陽
町
連
区
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
浅
井
町
・
北
方
町
・
萩
原
町
連
区
は
、

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
人
口
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
人
口
が
大
き
く
増
加
し
た
連
区
、
減
少
し

た
連
区
を
　
年
の
出
生
率
（
人
口
１
０
０
０

２０

人
に
対
す
る
年
間
の
出
生
者
数
）
と
重
ね
て

見
る
と
、
人
口
が
増
加
し
た
連
区
は
出
生
率

が
高
く
、
逆
に
減
少
し
た
連
区
は
出
生
率
が

低
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
対
す
る
　
歳
以
上

６５

の
人
口
の
割
合
）
に
お
い
て
も
、
人
口
が
増

加
し
て
い
る
丹
陽
町
連
区
で
は
高
齢
化
率
が

　
・
７
％
と
低
く
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る

１４萩
原
町
連
区
で
は
高
齢
化
率
が
　
・
３
％
と

２４

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
市
平
均
で
は
　
・
２０

５
％
で
す
。

　
国
が
発
表
し
て
い
る
人
口
の
将
来
推
計
に

よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
は
す
で
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
宮
市
に
お
い
て
は
国

よ
り
や
や
遅
く
、
第
６
次
一
宮
市
総
合
計
画

に
お
け
る
将
来
人
口
推
計
で
は
、　

年
ご
ろ

２２

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
も
の
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
を
探
っ
て
み
ま
す
と
、

や
は
り
少
子
化
と
い
う
問
題
に
直
面
し
ま
す
。

　
年
の
一
宮
市
の
出
生
率
は
９
・
５
人
で
、

２０全
国
平
均
の
８
・
７
人
を
上
回
る
も
の
の
、

　
年
前
の
出
生
率
の
　
・
５
人
と
比
較
す
る

１０

１０

と
１
・
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き

な
要
因
と
し
て
晩
婚
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
中
に
一
宮
市
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
方

の
平
均
年
齢
は
、
男
性
　
・
３
歳
、
女
性
　
・

３２

２９

８
歳
で
、
こ
ち
ら
も
　
年
前
の
全
国
平
均
の

１０

男
性
　
・
２
歳
、
女
性
　
・
９
歳
と
比
較
す

３０

２７

る
と
、
男
女
と
も
２
歳
ほ
ど
晩
婚
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
一
宮
市
の
人
口
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
、
人
口
が
減
少

し
、
急
激
に
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化

は
市
民
生
活
や
市
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
た

上
で
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
お
年
寄
り
が
心
身

と
も
に
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
環

境
の
実
現
に
、
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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